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☎42・1236地震・防災課　地震・防災係

　これから、海辺や川辺での活動が多くなる季
節になります。
　ゲリラ豪雨などによる急な増水や土石流の被
害に遭わないためにも、周辺の天候に気を配り
ましょう。

防災まめ知識 知ってナット
ク

須崎市では、市内８地区の「地域防災連絡協議会」を中心として、
地域ぐるみで支え合うさまざまな取り組みを行っています。
今月は浦ノ内地区の活動を紹介します。

　浦ノ内地区では、平成 25 年度に阪神・
淡路大震災記念「人と防災未来センター」
の視察、研修会に 35 名で行ってまいりま
した。
　地震災害の悲惨な状況を目の当たりに
して、改めて防災の取り組みを考え直さ
なければいけないと痛感しました。
　南海トラフ巨大地震が起これば、家屋
の崩壊、大火災、巨大津波が襲って来る
ことは予測できます。我々の住む浦ノ内
地区においても例外ではありません。し
かし、地域の会議において防災の説明を
しても、個々には分かっていますが、現
実的に危機感を持って捉えていないのが
現実です。浦ノ内地域においても、自主
防災組織を結成していない地域がいくつ
か在ります。今後は、浦ノ内地区すべて
の地域で自主防災組織結成を目指して、
機会あるごとに説明し、推し進めていか
なければならないと思っております。
　和気あいあいの帰りのバスの中で思っ
たのですが、研修で得た最大の成果は、
この仲の良さではないか。いざ災害が起
こったとき大きな力になると実感しまし
た。

浦ノ内地区防災連絡協議会
会長　津野　健一

　５月 24 日に須崎市と兵庫県相生市は、いず
れかの地域において災害が発生した場合、互
いの要請に応え、応援対策および復旧対策が
円滑に遂行されることを目的に、協定を締結
しました。
　相生市とは、平成 17 年に龍舟交流都市提携
を結び、相互の市民チームが「相生ペーロン祭」
「須崎市ドラゴンカヌー大会」に出場し、交流
を行っています。そういった経緯もあり、今回、
正式な相互支援協定を締結することとなりま
した。
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夏の感謝セール
7月7 /

金券プレゼント!!
高知県須崎市西崎町6-1　ＴＥＬ：0889-42-4738　
営業時間：6：00～19：30(カフェは7：00～OS18：30）
定休日：毎週火曜日 

土 27日
お買い上げ金額の半額相当の

浦ノ内地区防災連絡協議会の取り組み 相生市との災害時相互支援協定を締結

相互支援協定締結の様子（相生市）
中央右側から、谷口相生市長、楠田相生市議会議長


